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１．委員の指摘及び提言概要 

本研究の意義は健全なプラスチック利用のための骨太のシステムを構築する、そのための関連す

る知見（成果）の集積とそれを使ったモデルを示すことであろう。当初計画に沿って、着実に研究

が進展して、研究成果発表も行われているものと判断する。今後、特許申請などが想定されること

から、バイオプラスチックなどを含めプラスチック循環利用に関わる企業との連携も視野に入れる

ことが期待される。今後のプラスチックに関連する法律、制度、企業活動、市民等様々なステーク

フォルダー向けの指針が得られると思うので、１枚の図ではなく、ステークフォルダー毎の図に分

けていただくと理解しやすいと思うため、ご検討いただきたい。５年間のプロジェクトなので、世

の中での変化も極めて大きい。このため、常にキャッチアップをし、計画に反映するようにお願い

したい。 

 

２．採点結果 
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